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安全上のご注意 
 

 

 

     このたびは東芝プログラマブルコントローラ(以降必要のない限りＰＬＣと称します)をお買い 

上げいただき、誠にありがとうございます。 

    本書はＴシリーズ用ＤＤＥサーバソフト（Ｔ－ＰＳＶ）の機能、取り扱いや注意事項について 

    説明しています。 

    Ｔシリーズを安心して使用して頂くために、取り付け、運転、保守、点検の前に必ず本書と関連 

取扱説明書をすべて熟読し、機器の知識、安全情報、そして留意事項について習熟してから正しく 

使用して下さい。 

 
 

    【警告マークについて】 

     本書では、安全事項ランクを「注意」として区別してあります。 

 

          ：取り扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の傷害や軽傷を受ける 

           可能性が想定される場合及び物的損害の発生が想定される場合。 

 

     なお      に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。 

     いずれも重要な内容を記載していますので必ず守って下さい。 
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  注意 ! 

  注意 ! 

 安全のために次のことは必ず守ってください 

  １．本ソフトウェアは東芝プログラマブ

    別用途で使用、または改造などによ

  ２．運転中のプログラムの変更、強制出

    を確認して行って下さい。 

    操作ミスや安全確認の怠りにより、

  ３．Ｉ／Ｏモジュールの交換は必ず電源

    なることがあります。 

    やむを得ずＩ／Ｏ活線着脱機能を使

  ４．取扱説明書中に記載のサンプルプロ

    誤動作による事故を防ぐために運転

  ５．安全のため、作業、操作を行う前に

  「Ｔ２製品説明書」、「Ｔ２Ｅ製品説

「Ｓ２Ｔ取扱説明書」に記載してある
注意
ルコントローラ用に製作されたものです。 

る特殊な使用は行わないで下さい。 

力、ＲＵＮ（運転）、ＨＡＬＴ（停止）などの操作は十分安全 

機械の破損や事故が起こる恐れがあります。 

を切った状態で行って下さい。感電、誤動作、事故原因と 

用する場合には、作業の安全に十分注意して行ってください  

グラムは、お客様にて動作確認を行った後使用してください。 

前に十分確認を行って下さい。 

上記と共に別冊の「Ｔ３／Ｔ３Ｈ本体ハードウェア説明書」及び  

明書」、「Ｔ２Ｎ製品説明書」、「Ｔ１／Ｔ１Ｓ製品説明書」、

安全上のご注意を必ず熟読してください。 



 



はじめに 

はじめに 

 

Ｔ－ＰＳＶとは 

Ｔ－ＰＳＶはプログラマブルコントローラＰＲＯＳＥＣ－Ｔシリーズ、統合コントローラＳ２Ｔ

のデータモニター、データ設定を簡易に行えるモニタリングソフトです。 

Ｔ－ＰＳＶは、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ社のＷｉｎｄｏｗｓ／９８／Ｍｅ／ＮＴ４．０／２０００で

動作し、Ｅｘｃｅｌなどの表計算ソフトとのＤＤＥ通信をサポートしていますので、ワークシー

ト上のセルにＴシリーズのレジスタデータを表示したり、マクロを用いてＴ－シリーズのレジス

タにデータを設定したりできます。 

Ｔシリーズとはコンピュータリンク接続、イーサネット接続をサポートし、同時に最大６４台（イ

ーサネット接続時）までのモニタリングが可能になります。 

 

本書の目的 

この「Ｔ－ＰＳＶ 操作説明書」は、Ｔ－ＰＳＶのインストール、設定方法からＥｘｃｅｌのマ

クロを用いたモニタリング方法までを説明したものです 

 

説明書体系 

Ｔシリーズの説明書として以下の種類の説明書を準備しています。 

 

Ｔ３／Ｔ３Ｈ本体ハードウェア説明書 

(UM-TS03***-J002)   Ｔ３／Ｔ３Ｈの基本部ハードウェアについて構成、仕様、取

付・配線方法、保守保全方法が説明されています。 

 

Ｔ３／Ｔ３Ｈ本体機能説明書 

(UM-TS03***-J003)   Ｔ３／Ｔ３ＨのＣＰＵが持っている機能とその使用方法、ユー

ザプログラム作成に必要な情報について説明されています。 

 

Ｔ２製品説明書 

(UM-TS02***-J001)   Ｔ２の基本部ハードウェアについて構成、仕様、取付・配線方

法、保守保全方法が説明されています。また、入出力モジュー

ルの取り扱い、Ｔ２が持っている機能とその使用方法、ユーザ

プログラムの作成に必要な情報についても説明されています。 

 

Ｔ２Ｅ製品説明書 

(UM-TS02E**-J001)   Ｔ２Ｅの基本部ハードウェアについて、構成、仕様、取付配線

方法、保守保全方法が説明されています。またＴ２Ｅの持って

いる機能とその使用方法、ユーザプログラムの作成に必要な情

報についても説明されています。 
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はじめに 
Ｔ２Ｎ製品説明書 

(UM-TS02N**-J001)   Ｔ２Ｎの基本部ハードウェアについて、構成、仕様、取付配線

方法、保守保全方法が説明されています。またＴ２Ｎの持って

いる機能とその使用方法、ユーザプログラムの作成に必要な情

報についても説明されています。 

 

Ｔ１／Ｔ１Ｓ製品説明書 

(UM-TS01***-J001)   Ｔ１／Ｔ１Ｓのハードウェアについて、構成、仕様、取付、配

線方法、保守保全方法が説明されています。また、Ｔ１／Ｔ１

Ｓが持っている機能とその使用方法、基本的命令語などユーザ

プログラムの作成に必要な情報についても説明されています。 

 

Ｔシリーズ命令語説明書＜ラダー、ＳＦＣ編＞ 

(UM-TS03***-J004)   Ｔシリーズがサポートするプログラム言語のうち、ラダーとＳ

ＦＣについて、各命令語の仕様詳細が説明されています。 

 

Ｔ－ＰＤＳ プログラマ操作説明書 入門編 

(UM-TS03***-J006)   Ｔ－ＰＤＳ ＤＯＳ版の起動からプログラムの作成、保管、モ

ニタリングなどの基本的な操作が、例題に沿って説明されてい

ます。 

 

Ｔ－ＰＤＳ プログラマ操作説明書 応用編 

(UM-TS03***-J007)   Ｔ－ＰＤＳ ＤＯＳ版の各機能の詳しい使用方法が説明されて

います。 

 

Ｔ－ＰＤＳ ｆｏｒ Ｗｉｎｄｏｗｓ 操作説明書 

(UM-TS03***-J038)   Ｔ－ＰＤＳ ｆｏｒ Ｗｉｎｄｏｗｓの基本的な操作を例題に

沿って簡単に説明した基本操作編と各機能の詳しい使用方法

を説明したハンドブック編で構成され、プログラムの作成、保

管、モニタリングなどの操作方法が説明されています。 

 

Ｔシリーズコンピュータリンク機能説明書 

(UM-TS03***-J008)   ＴシリーズのＣＰＵが内蔵しているコンピュータリンク機能

について仕様、取り扱い方法が説明されています。 

 

Ｔ２Ｎ内蔵イーサネット部取扱説明書 

(UM-TS02N**-J006)   Ｔ２Ｎに内蔵されるイーサネット部の設定方法、ラダープログ

ラミング、パソコンと通信する場合のプログラミング方法が説

明されています。 
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はじめに 
 

ＰＲＯＳＥＣ－Ｔ３Ｈ用イーサネットモジュール（ＥＮ３１１）取扱説明書 

(UM-TS03***-J039)   Ｔ３ＨのイーサネットモジュールＥＮ３１１の設定方法、ラダ

ープログラミング、パソコンと通信する場合のプログラミング

方法が説明されています。 

 

統合コントローラＳ２Ｔの説明書として以下の説明書を準備しています。 

 

Ｓ２Ｔ取扱説明書（本体機能編） 

(６Ｅ８Ｃ４１２１)     Ｓ２ＴのＣＰＵが持っている機能とその使用方法、ユーザプロ

グラム作成に必要な情報について説明されています。 

 

 

 

 

 

登録商標について 

Windows、Excel は、Microsoft Corporation の登録商標です。 
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１章 インストール 

１．１ 動作環境 

Ｔ－ＰＳＶの動作環境を以下に示します。 

 

分    類 仕    様 

基本ソフトウェア ＯＳ Ｗｉｎｄｏｗｓ９８／Ｍｅ／ＮＴ４．０／２０００ 

ＣＰＵ メインプロセッサ Ｃｅｌｅｒｏｎ ３００ＭＨｚ以上 

推奨 ＰｅｎｔｉｕｍⅢ ５００ＭＨｚ以上 

メモリ ＲＡＭ ６４ＭＢ以上 推奨 １２８ＭＢ 

表示装置 カラー／階調ディスプレイ 

色数１６色以上 

表示機能 

グラフィック表示 ６４０×４８０ドット以上 

推奨 １０２４×７６８ドット以上 

ＦＤＤ ２ＨＤ １．４４ＭＢ対応 記憶装置 

ＨＤＤ １０ＭＢ以上（空き容量） 

ＲＳ－２３２Ｃ 非同期１チャンネル（～１９．２Ｋｂｐｓ） インターフェイス 

イーサネット ＴＣＰ／ＩＰ Ｗｉｎｓｏｃｋ対応 

 

１．２ 製品構成 

 

Ｔ－ＰＳＶのパッケージには以下の物が同梱されています。 

① インストールディスク １枚 

② Ｔ－ＰＳＶ操作説明書（本書） 

③ ユーザー登録はがき 

 

１．３ インストール手順 

Ｔ－ＰＳＶのインストールは次の手順で行って下さい。 

ドライブＡのフロッピーディスクから、ドライブＣのハードディスクへインストールする場合を説明し

ます。 

説明と異なるドライブ構成のマシンへインストールする場合には、それぞれドライブ名を読み替えて下

さい。 

インストールディスクはバックアップディスクを作成し、マスタディスクとして保存しておくことをお

薦めします。 

なお、インストールディスクは必ず書き込み禁止にしてからインストールを行って下さい。 

1 



１章 インストール 
 

＜インストール手順＞ 

① Ｗｉｎｄｏｗｓを起動します。 

② ドライブＡにインストールディスクをセットします。 

③ スタートメニューから［ファイル名を指定して実行（Ｒ）］を選択します。 

④ 名前入力欄に“Ａ：￥Ｓｅｔｕｐ．ｅｘｅ”と入力し、［ＯＫ］をクリックします。 

 

 

⑤ インストール用の環境を構築し、次のダイアログが表示されますので確認し［次へ］をクリックし

て下さい。 

 

⑥ インストール先の選択ダイアログが表示されます。 

インストール先ディレクトリを変更する場合には、［参照］をクリックして下さい。 
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１章 インストール 
⑦ プログラムフォルダの選択ダイアログが表示されます。 

プログラムフォルダを変更する場合には、入力して下さい。 

 

⑧ インストールの準備が完了したら［次へ］をクリックして下さい。インストールを中止する場合に

は［キャンセル］をクリックして下さい。 

 

⑨ Ｔ－ＰＳＶのインストールが正常に終了すると、実行ファイルなどがＴ－ＰＳＶフォルダに登録さ

れます 
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２章 Ｔ－ＰＳＶの構成 

２．１ ハードウェア構成 

Ｔ－ＰＳＶは、パソコンのシリアル通信ポート（ＣＯＭポート）を使用したコンピュータリンク接続

またはイーサネットドを使用したイーサネット接続の構成で使用します。 

（１）コンピュータリンク接続 

Ｔシリーズ各機種に装備されているコンピュータリンクポートを使用して接続します。パソコン側は

シリアル通信ポートを使用します。コンピュータリンクの接続方法については、「Ｔシリーズコンピュ

ータリンク機能説明書」｢Ｔ１Ｓ通信機能説明書｣および各機種の製品説明書を参照下さい。 

コンピュータリンク接続では、１９．２Ｋｂｐｓまでの通信速度で最大３２台までのＴシリーズが接

続可能です。（ＴＯＳＬＩＮＥ－Ｓ２０経由のコンピュータリンクでは６４台まで接続可能です。） 

 

RS232C/RS485 
変換器 

 

 

 

 

 

 

    

 

コン 

 

（２）イーサネット接続 

Ｔシリーズ用のイーサネット

パソコン側はイーサネットア

は「ＰＲＯＳＥＣ－Ｔ３Ｈ用イ

ネット部取扱説明書」を参照下

さい。 

イーサネット接続では、ＴＣ

の接続が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T3/T3H/S2T
ピュータリンク接続構

モジュールを使用して接続

ダプタを使用します。Ｔシ

ーサネットモジュール（Ｅ

さい。パソコン側のイーサ

Ｐ／ＩＰを使用し１０Ｍｂ

 

イーサネット接続構

4 
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成図

します。接続可能機

リーズ用のイーサネ

Ｎ３１１）取扱説明

ネットアダプタは付

ｐｓの通信が可能で

 

成図 
T1S
種はＴ３ＨとＴ２Ｎです。 

ットモジュールについて

書」、「Ｔ２Ｎ内蔵イーサ

属の取扱説明書を参照下

す。また最大６４台まで
T3H/S2T
 T2N
ｲｰｻﾈｯﾄ



２章 Ｔ－ＰＳＶの構成 
 

（３）プログラマポート接続 

Ｔシリーズ各機種に装備されているプログラマポートに直接接続します。パソコン側はシリアル通信

ポートを使用します。１対１の接続しか出来ませんが、プログラマケーブルで簡単に接続出来ます。 

プログラマポート接続では、９．６Ｋｂｐｓの通信速度固定です。 

 

 

  

 

 

又 は 

 

    

 

プロ 

 

 
 
 
 
 

T3/T3HT3/T3H/
 S2T
グラマポート接続構成
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２章 Ｔ－ＰＳＶの構成 

２．２ Ｔ－ＰＳＶの動作 

Ｔ－ＰＳＶの動作を下の図で説明します。 

Ｔ－ＰＳＶは、Ｔシリーズ プログラマブルコントローラのレジスタ／デバイスデータを定期的に収集

し、Ｅｘｃｅｌのワークシート上に表示させることが出来ます。 

 

#ｺﾒﾝﾄ行 
#C 接続設定､接続名､種 
C､ Ethernet､ｲｰｻﾈｯﾄ､ 
#PE PLC設定､PLC名称､I 
PE､PLCE1､172.17.270､77 
#T TAG設定､TAG名称､ﾚｼﾞ

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）Ｔ－ＰＳＶ設定ファイル 

Ｔ－ＰＳＶ設定ファイルは、プログ

ＡＧ名称を定義したファイルです。

切り）形式で作成します。 

（２）Ｅｘｃｅｌワークシート 

プログラマブルコントローラのデー

トのセルにＤＤＥ関数でデータＴＡ

データを更新表示出来ます。 

（３）Ｔ－ＰＳＶプログラム 

Ｔ－ＰＳＶプログラムは、設定ファ

集するプログラムです。Ｅｘｃｅｌ

に返します。以降はデータの値が

 

T-PSV
T-PSV 設定ファイル
 

 

 

T ｼﾘｰｽﾞ
ラ

Ｔ

タ

Ｇ

イ

よ

変化
T ｼﾘｰｽﾞ
マブルコントロー

－ＰＳＶ設定ファ

の表示は、Ｅｘｃ

名称を指定するこ

ルの情報に基づい

りＤＤＥプロトコ

する毎にＥｘｃ
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ラとの接続方法

イルは、Ｅｘｃ

ｅｌのワークシ

とで、セル上に

てプログラマブ

ルで要求がくる

ｅｌにデータを
Ｅｘｃｅｌワークシート
データ収集
ＤＤＥﾌﾟﾛﾄｺﾙ
条件設定
、データの収集方法、データＴ

ｅｌを用いてＣＳＶ（カンマ区

ート上で行います。ワークシー

プログラマブルコントローラの

ルコントローラからデータを収

と収集したデータをＥｘｃｅｌ

返します。 



３章 設定ファイルの作成 
 

Ｔ－ＰＳＶインストール後、最初に設定ファイルの作成を行います。Ｔ－ＰＳＶをインストールしたデ

ィレクトリ(通常はC:¥Program Files¥Toshiba¥T-psv¥)に、サンプルファイル(Sample.csv)が用意

されていますので、参考にして下さい。 

設定ファイルは、Ｅｘｃｅｌを使用して作成します。サンプルファイルをＥｘｃｅｌで読込むと以下の

様に表示されます。 

設定サンプルファイル
 

 

 

設定ファイルでは接続、シリアル、ＰＬＣ、ＴＡＧの設定を行います。設定は1行単位で行います。正

しく設定されていないと、Ｔ－ＰＳＶを起動した際にエラーメッセージが表示され、Ｔ－ＰＳＶは終了

します。設定ファイルは、ＣＳＶ形式で保存して下さい。 

作成したファイルは各項目をカンマ（ ，）で区切った形式のテキストファイルとして保存されています。 
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３章 設定ファイルの作成 

３．１ 設定ファイルの構成 

設定ファイルでは、接続設定、ＰＬＣ設定、ＴＡＧ設定、シリアル設定で構成され、プログラマブルコ

ントローラの構成／接続方法と収集データへのＴＡＧ名称の割付けを行います。 

それぞれの設定の区別は、行の先頭文字で判別を行い、先頭文字が#の行はコメントとみなします。 

先頭文字の定義を下表に示します。 

 

項 目 内 容 備  考 

コメント #  

接続設定 C  

シリアル設定 CS  

PLC設定(イーサネット) PE  

PLC設定(シリアル） PS  

TAG設定 T  

連続レジスタTAG設定 TA 先頭指定 

連続レジスタTAG設定 ＋ ２行目以降指定 

 

各設定行は、以下の順番で設定します。 

 

定 

) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 台目 PLC 設定(イーサネット
32 台まで(*4) 

TAG 設定／連続 TAG 設定 

T    ／TA 

T   ／+ 

T   ／+ 

  ・ 

  ・ 

) 

 

(*1) 

) 

) 

 

定 

(*1) 

64 台まで 
2 台目 PLC 設定(シリアル
TAG 設定／連続 TAG 設定

T    ／TA 

T   ／+ 

T   ／+ 
<イーサネットで接続の系統>
2 台目 PLC 設定(イーサネット
1 台目 PLC 設定(シリアル
<コンピュータリンクで接続の系統>
接続設
シリアル設
  ・ 

  ・ 
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３章 設定ファイルの作成 
 

> 
 

定  

定 

定  

 

 

 

 

 

 

 

       *1 ＴＡＧは、高速／

         ＴＡＧのデータ形式

       *2 連続レジスタＴＡ

       *3 ＴＡＧは最大４０

使用時。Ｗｉｎｄ

       *4 ステーションアド

       *5 イーサネット、コ

 

PLC 設定(シリアル)＋プログラマポート接続指
<プログラマポート直接接続の場合
接続設
シリアル設
TAG 設定／連続 TAG 設定 

T    ／TA 

T   ／+ 

T   ／+ 

(*1) 

中速／低速当り３２個迄設定出来ます。 

に倍長データを指定した場合は、１６個迄となります。 

Ｇを用いることにより、２４８個まで設定できます。 

９６個まで設定可能です。（ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ４．０／２０００ 

ｏｗｓ９８／Ｍｅでは、１７９２個までとなります。） 

レス設定は６４まで可能ですが、３３～６４は使用出来ません。 

ンピュータリンク接続は各１系統まで設定出来ます。 
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３章 設定ファイルの作成 

３．２ 接続設定 

 

先頭文字がCの行は接続設定で、接続名,種別（'イーサネット'/'シリアル'）,タイムアウト（秒）,高速周

期（秒）,中速周期（秒）,低速周期（秒）を設定します。 

 

項 目 内 容 

接続設定 C 

接続名称 11バイト以下の全角、半角文字。 

種別 イーサネット、シリアルのどちらかを指定します。 

タイムアウト（秒） PLCからの応答待ち時間を指定します。 

最小値は0.2 で 0.1 間隔で増減することが可能です。 

高速周期（秒） 高速の周期間隔を指定します。 

最小値は0.2 で 0.1 間隔で増減することが可能です。 

中速周期（秒） 中速の周期間隔を指定します。 

最小値は0.3 で 0.1 間隔で増減することが可能です。 

高速周期よりも大きい値を指定します。 

低速周期（秒） 低速の周期間隔を指定します。 

最小値は0.4 で 0.1 間隔で増減することが可能です。 

中速周期よりも大きい値を指定します。 

 

 
接続設定例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 



３章 設定ファイルの作成 

３．３ シリアル設定 

 

先頭文字が CS の行はシリアル設定で、シリアルポート,ボーレート,データ長,パリティー,ストップビッ

ト長を設定します。 

 

項 目 内 容 

シリアル設定 CS 

シリアルポート COM1～COM4のいずれかを指定します。 

ボーレート 1200bps、2400bps、4800bps、9600bps、

19200ps のいずれかを指定します。 

データ長 8を指定します。固定値です。 

パリティー 奇数(ODD)、偶数(EVEN)、なし(NON)のいずれかを

指定します。大文字、小文字の区別はありません。 

ストップビット 1、2のどちらかを指定します。 

 

＊プログラマポート接続では、ボーレート９６００bps、パリティー奇数（ＯＤＤ）、 

ストップビット１に設定して下さい。 
 

シリアル設定例  
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３章 設定ファイルの作成 

３．４ ＰＬＣ設定（イーサネット） 
先頭文字が PE の行はＰＬＣ設定（イーサネット）で、ＰＬＣ名称,ＩＰアドレス,ポート番号,機種を設

定します。 

項 目 内 容 

PLC設定(イーサネット) PE 

PLC名称 15バイト以下の全角、半角文字。 

IP アドレス PLCの IP アドレスを指定します。 

ポート番号 PLCのポート番号を指定します。 

機種 PLCの機種を指定します。 

指定できる機種は、機種定義ファイルに定義されてい

ます。 

 

ＰＬＣ設定(イーサネット)例  
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３章 設定ファイルの作成 

３．５ ＰＬＣ設定（シリアル） 
 

先頭文字がPSの行はＰＬＣ設定（シリアル）で、ＰＬＣ名称,ステーションアドレス,機種を設定します。 

 

項 目 内 容 

PLC設定(シリアル) PS 

PLC名称 15バイト以下の全角、半角文字。 

ステーションアドレス PLCのアドレスを指定します。 

アドレスは1～64の値です。 

機種 PLCの機種を指定します。 

指定できる機種は、機種定義ファイルに定義されてい

ます。 

プログラマポート接続 プログラマポート直接接続を指定します。 

有、無で指定します。省略時は、無になります。 

 

  

 

 

 

 

ＰＬＣ設定(シリアル)例
 

13 
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３章 設定ファイルの作成 

３．６ ＴＡＧ設定 

 

先頭文字が Tの行はＴＡＧ設定で、ＴＡＧ名称,レジスタ／デバイスNo．、周期（'高速'/'中速'/'低速'）

データ表示形式を設定します。 

 

項 目 内 容 

TAG設定 T 

TAG名称 13バイト以下の全角、半角文字。 

レジスタ／デバイスNo. TAGのレジスタ／デバイスNoを指定します。 

指定できるレジスタ／デバイスは 

X,Y,Z,L,R,S,XW,YW,W,LW,RW,SW,T,C,D,F,T.,C. の

18 種類で、その番号の範囲はＰＬＣの機種によって

異なり、機種定義ファイルに定義されています。 

周期 高速、中速、低速のいずれかを指定します。 

データ表示形式 データの表示形式を指定します。 

INT(単長整数)、DINT(倍長整数) 、UINT(単長正数)、

UDINT(倍長正数)、HEX(単長 16 進)、DHEX(倍長

16 進)、REAL(実数)、BOOL(デバイス論理)形式、

BCD(単長 BCD)、DBCD(倍長 BCD)の 10種類の表

示形式があります。デフォルトは INTになります。 

大文字、小文字の区別はありません。 

 

 
ＴＡＧ設定例 
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３章 設定ファイルの作成 
データ表示形式を設定することにより、Ｅｘｃｅｌのセルへのデータ表示形式をＴＡＧごとに設定

出来ます。指定が無いＴＡＧは単長整数(INT)で表示されます。 

倍長型のデータ表示形式を指定すると、ＴＡＧ ２個分を使用したことになります。 

データ設定時のデータ形式も、この設定が適用されます。 

 

＜データ表示形式別数値範囲＞ 

 

データ表示形式 設定 表示ﾌｫｰﾏｯﾄ 数値範囲 備考 

単長整数 INT 12345 -32768～32767  

倍長整数 DINT 1234567890 -2147483648～2147483647  

単長正数 UINT 50000 0～65535  

倍長正数 UDINT 3333333333 0～4294967295  

単長１６進 HEX AB89 0～FFFF  

倍長１６進 DHEX 1234CDEF 0～FFFFFFFF  

デバイス BOOL TRUE FALSE/TRUE､0/1(設定時のみ)  

実数 REAL 1.23456E+10 -3.40282E+38～3.40282E+38  

単長ＢＣＤ BCD  0～9999  

倍長ＢＣＤ DBCD  0～99999999  
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３章 設定ファイルの作成 

３．７ 連続レジスタＴＡＧ設定 

 

先頭が TＡおよび＋の行は連続レジスタＴＡＧ設定です。ＴＡで指定したレジスタＮｏ．を先頭に、＋

指定で連続する２４８レジスタ迄を指定出来ます。 

ＴＡ設定では、ＴＡＧ名称,先頭レジスタ No．,周期（'高速'/'中速'/'低速'）、データ表示形式を設定しま

す。 

＋設定では、ＴＡＧ名称、データ表示形式のみ設定します。 

 

項 目 内 容 

TAG設定 TＡ、＋ 

TAG名称 13バイト以下の全角、半角文字。 

レジスタNo. TAGのレジスタNoを指定します。 

指定できるレジスタは、 

XW,YW,W,LW,RW,SW,T,C,D,F,の 1０種類で、その

番号の範囲はＰＬＣの機種によって異なり、機種定義

ファイルに定義されています。 

ＴＡＧ設定が＋の場合、設定しません。 

周期 高速、中速、低速のいづれかを指定します。 

ＴＡＧ設定が＋の場合、設定しません。 

データ表示形式 データの表示形式を指定します。 

INT(単長整数)、DINT(倍長整数) 、UINT(単長正数)、

UDINT(倍長正数)、HEX(単長 16 進)、DHEX(倍長

16 進)、REAL(実数)、BOOL(デバイス論理)形式、

BCD(単長 BCD)、DBCD(倍長 BCD)の 10種類の表

示形式があります。デフォルトは INTになります。 

大文字、小文字の区別はありません。 

 

 
連続レジスタＴＡＧ設定例

 

I T 

R 0101 A 

 

W

16 
N
+

T

+



３章 設定ファイルの作成 
 

連続レジスタ TAG設定にて、レジスタＮｏ。を次の様に設定することにより、Ｔ３Ｈの拡張Ｆレジス

タが参照出来ます。 

 

［拡張ＦレジスタＮｏ．］-［バンク形式］［バンク番号］ 

・拡張レジスタＮｏ. F0000～F8191：８ＫＷバンク時 

            F00000～F65535：６４ＫＷバンク時  

 ・バンク形式     A：８ＫＷバンク 

            B：６４ＫＷバンク  

 ・バンク番号     1～15：８ＫＷバンク時 

            1～2 ：６４ＫＷバンク時 

レジスタＮｏ．設定例 
F10000-B2 ： ６４ＫＷバンク形式拡張Ｆレジスタのバンク２ 

          の F10000 
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４章 Excel ワークシートの作成 
 

Ｔ－ＰＳＶで収集したデータをＥｘｃｅｌワークシート上に表示するには、ＤＤＥ関数を使用します。 

ＤＤＥの書式は以下の通りです。 

 

Ｐｌｃｓｒｖ｜Ｔ！ＴＡＧ名称 

   

 

プログラム名称：Ｔ－ＰＳＶの実行プログラム

アイテム名  ：Ｔ－ＰＳＶのデータアイテム

ＴＡＧ名称  ：設定ファイルにて定義したレ

 

Ｅｘｃｅｌでの設定例を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

セルＣ４にＤＤＥ関数を設定し、ＴＡＧ名称「

す。 

 

Ｅｘｃｅｌのグラフウィザードで、グラフを更

 

アイテム名
プログラム名称
の名称です。’Ｐｌｃｓｒｖ’ 固定です。 
名です。’Ｔ’ 固定です。 
ジスタ／デバイスに付けた名前です。 

ＳＷＩＴＣＨ１」のデータを表示する様に定義していま

新表示することも可能です。 
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４章 Excel ワークシートの作成 
 

ＤＤＥの設定には次の拡張機能があります。 

（１）レジスタデバイス位置指定 

レジスタＮｏ．を設定したＴＡＧに、レジスタ内のデバイス位置を指定して参照出来ます。 

 

Ｐｌｃｓｒｖ｜Ｔ！ＴＡＧ名称 ．ｎ 

   
 

 

デバイス位置指定は、０～Ｆが使用出来ま

連続レジスタＴＡＧ設定使用時に、デバイ

 

＊レジスタデバイス位置指定が使用できる

 表示形式は、ＩＮＴ固定です。 

 ＴＡＧ設定の表示形式が、ＤＩＮＴ、ＵＤ

には、下位の１６デバイスが対象となり

 

 

（２）ＰＬＣ監視機能 

ＰＬＣの動作状態を参照出来ます。 

・ＰＬＣ動作モード 

ＰＬＣ本体の動作モードを参照できます。

 

Ｐｌｃｓｒｖ

 

 

ＰＬＣ本体の動作モードにより、以下の値

  １：ＨＡＬＴ、２：ＲＵＮ 、３：Ｒ

表示形式は、ＩＮＴ固定です。 

 

・ＰＬＣステータス 

ＰＬＣのステータスを参照出来ます。 

 

Ｐｌｃｓｒｖ

 

  

 

ＰＬＣステータスは、以下の値の合計値と

  16：メモリプロテクト、64：診断表示

  2048：バッテリー異常 

表示形式は、ＩＮＴ固定です。 
アイテム名
す。 

スでも参照したい場合に有効です。 

のは、ＸＷ，ＹＷ，ＬＷ，ＲＷ，ＳＷ，Ｗのみです。 

ＩＮＴ、ＤＨＥＸ、ＲＥＡＬ、ＤＢＣＤの倍長形式の場合 

ます。 

 

｜Ｔ！ＰＬＣ名称 ．mode 

 
アイテム名
となります。 

ＵＮＦ、４：ＨＯＬＤ、６：ＥＲＲＯＲ 

｜Ｔ！ＰＬＣ名称 ．ｓｔｓ 

 
アイテム名
プログラム名称
プログラム名称
プログラム名称
なります。 

要求有、128：定刻ス
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５章 Ｔ－ＰＳＶの起動 

５．１ Ｔ－ＰＳＶ画面構成の説明 

 
メニューバー 

ツールバー 

収集状態 ＴＡＧ一覧部 

ステータスバー 

通信形態部 

 

 

 

 

 

 

（１）メニューバー 

Ｔ－ＰＳＶのメニューを表示します。メニュー構成は以下の様になっています。 

・ファイル 

開く         ：設定ファイルを開きます。 

（最新のファイル表示）：過去に開いた設定ファイルを表示します。 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの終了   ：Ｔ－ＰＳＶを終了します。 

・表示 

ﾂｰﾙﾊﾞｰ        ：ツールバーの表示／非表示を切り換えます。 

ｽﾃｰﾀｽﾊﾞｰ       ：ステータスバーの表示／非表示を切り換えます。 

境界の変更      ：通信形態部とＴＡＧ一覧部の境界を変更します。 

ｽﾃｰﾀｽ保持      ：ＴＡＧ一覧部の「ステータス」の‘受信’以外を保持します。 

再表示        ：ＴＡＧ一覧部の「ステータス」を最新の情報にします。 

・収集 

開始         ：データの収集を開始します。 

停止         ：データの収集を停止します。 

・ﾓﾃﾞﾑ          ：モデム選択 

・ﾍﾙﾌﾟ 

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報     ：Ｔ－ＰＳＶのバージョンを表示します。 
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５章 Ｔ－ＰＳＶの起動 
（２）ツールバー 

メニューのよく使用する機能をアイコンとして表示しています。 

   ：ファイルメニューの「開く」と同じ。 

   ：収集メニューの「開始」と同じ。（緑色ボタン） 

   ：収集メニューの「停止」と同じ。（赤色ボタン） 

 

（３）ステータスバー 

操作ガイダンス（左端）、収集状態、キー入力の状態を表示します。 

 

（４）通信形態部 

設定ファイルで指定された接続構成を表示します。また、ＴＡＧ一覧部の表示内容を指定出来ます。 

接続名称を選択すると、選択した接続系統の全ＴＡＧを表示します。ＰＬＣ名称を選択すると、選択し

たＰＬＣ設定のＴＡＧのみ表示します。 

 

（５）ＴＡＧ一覧部 

ＴＡＧの設定状態と、データ収集中は種々の情報を表示します。表示項目を以下に示します。 

・ＴＡＧ名称  ：設定されているＴＡＧ名称を表示します。 

・ＰＬＣ名称  ：ＴＡＧの設定されているＰＬＣ名称を表示します。 

・レジスタ／  ：ＴＡＧに割付けられているレジスタ／デバイスＮｏ．を表示します。 

  デバイスＮｏ． 

・更新周期   ：ＴＡＧに設定されている更新周期を表示します。 

・実周期時間  ：ＴＡＧデータの実際の収集周期を表示します。イーサネット接続では、更新周期設

定値が表示されます。 

・取得時間   ：実際のデータ取得の応答時間を表示します。 

・ステータス  ：データ収集の状態を表示します。次の状態があります。 

停止中  …  データ収集が停止している状態 

受信   …  正常にデータ収集している状態 

タイムオーバー…設定更新周期内のデータ収集が出来ない状態 

渋滞   …  シリアル接続でデータ収集が設定周期以上になっている状態 

タイムアウト… 接続設定のタイムアウト時間内に応答がない状態 

エラー  …  プログラマブルコントローラからエラー応答があった場合または、イーサネ

ット接続で設定が間違っている場合 

 

（６）収集状態 

データの収集状態を表示します。表示項目を以下に示します。 

・停止中    ：データ収集が停止している状態 

・収集中    ：データ収集中の状態 
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５章 Ｔ－ＰＳＶの起動 

５．２ 設定ファイルの選択 

Ｔ－ＰＳＶを動作させるには、設定ファイルを選択します 

設定ファイルの選択は、ファイルメニューの「開く」で行います。「開く」ダイアログボックスは以下

の様になります。 

 

設定ファイルの拡張子は csv だけです。  

 

Ｔ－ＰＳＶをインストール後、初めて起動した時には自動的に「開く」ダイアログボックスが表示され

ます。 

 

５．３ バージョン情報の表示 

Ｔ－ＰＳＶのバージョンは、ヘルプメニューの「ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報」にて表示します。 
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５章 Ｔ－ＰＳＶの起動 
 

５．４ Ｅｘｃｅｌワークシート上でのデータ表示 

Ｅｘｃｅｌのワークシート上にデータを更新表示させるには、Ｔ－ＰＳＶ起動後、ＤＤＥ関数を設定し

たワークシートをＥｘｃｅｌ上に表示し、Ｔ－ＰＳＶでのデータ収集を開始して下さい。 

正常にデータ収集を開始すれば、ＴＡＧのステータス表示が「受信」に変わり、ワークシート上のデー

タが更新されます。「タイムアウト」、「エラー」の表示になった場合は、設定ファイルの内容が正しい

か確認して下さい。 

Ｅｘｃｅｌを先に起動した場合は、次の様なメッセージが表示されます。 

・「このｼｰﾄにはﾘﾝｸが設定されています。ﾘﾝｸを設定し直しますか？」（Ｅｘｃｅｌ９５の場合） 

・「開いているﾌﾞｯｸには、他のﾌｧｲﾙへの自動ﾘﾝｸが設定されています。このﾌﾞｯｸを更新し、他のﾌﾞｯｸの

更新を反映しますか？」（Ｅｘｃｅｌ９７の場合） 

「はい」を選ぶと、次の様なメッセージが表示されます。 

・「外部ﾃﾞｰﾀにｱｸｾｽできません。ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ’ＰＬＣＳＲＶ．ＥＸＥ’を起動しますか？」 
「はい」を選ぶと、Ｔ－ＰＳＶが自動的に立ち上がり、データ収集を開始します。 

 

 

 

５．５ 設定ファイルの再選択 

Ｅｘｃｅｌにてデータ更新表示中に、Ｔ－ＰＳＶの設定ファイルを再選択すると、データの更新は停止

します。 

その後、Ｅｘｃｅｌのデータ更新を再開させるには、ワークシートの再読込みを行った後、Ｔ－ＰＳＶ

のデータ収集を開始して下さい。 
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６章 Excel マクロ(VBA)の活用 
 

 Ｔ－ＰＳＶによって Excel からＰＬＣにデータを設定する、収集したＰＬＣデータを保存する 

などを、例えばあるボタンをクリックした時に行いたいといったことがマクロプログラムを使

用して簡単に行うことができます。 

 

６．１ マクロの作成手順 

  マクロプログラムの作成手順を簡単な例を上げて説明します。 

 

 

 

 

 

 

左に示すシートにおいて、「ボタン１をク

リックしたらセルＡ１に設定したデータを

ＰＬＣに書き込む」という処理を行うマク

ロプログラムの作成する場合、次の手順に

より行います。 
（Excel から設定するデータが書き込まれ
るレジスタは、設定速度の欄にＰＬＣから

読み込んでいるレジスタとします。 
［セル数式：PlcSrv|T!SET］） 

 
 
 
 
 
 
 
マクロ名の登録 
メインメニューから［ツール］をクリック

します。 
サブメニューが表示されたら、［マクロ］ 
→［新しいマクロの記録］の順に選択し、

クリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これから作成するプログラムのマクロ名を 
入力し、＜ＯＫ＞をクリックします。 

セル A1 
ボタン１ 
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６章 Excel マクロ(VBA)の活用 
 

記録終了ダイアログが表示されますので 

記録終了アイコンをクリックします。 

(左図の矢印部) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マクロプログラムの入力 

マクロ名を記録したら次にマクロプログラ

ムを書き込んでいきます。 

メインメニューで［ツール］をクリックし、

サブメニューで［マクロ］→［マクロ］の

順に選択しクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マクロ選択のダイアログが表示されますの

で、先程記録したマクロ名をクリックした

後、［編集］をクリックします。 
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６章 Excel マクロ(VBA)の活用 
 

 

マクロプログラムをモニタまたは編集する

ダイアログが表示されます。 
このダイアログでマクロプログラムを入力

します。 
下に示すプログラムを入力してください。 
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６章 Excel マクロ(VBA)の活用 
 

 

 

 

 

 

プログラムの入力が終わったら、Excelのワ
ークシート表示に戻します。 
メインメニューで［ファイル］をクリック

し、サブメニューで［終了して Microsoft  
Excelへ戻る］をクリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ボタン（フォーム）の選択・配置 
 
Excelのシート上にボタンを配置します。 
メインメニューで［表示］をクリックし、

サブメニューで［ツールバー］→［フォー

ム］の順に選択し、クリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
フォームのダイアログが表示されますの

で、［ボタン］(左図の矢印でしめしている
マーク)をクリックします。 

 

 

 

       

 

 

これを選択
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６章 Excel マクロ(VBA)の活用 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボタンを配置する位置にマウスポインタを

移動し、大きさをドラッグしながら指定し

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ボタンの配置が終わると左のダイアログが

表示されます。 
配置したボタンと先程入力したマクロプロ

グラムをリンクさせます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
先程のマクロ名（Record1）をクリックしま
す。 
ボタンと(Record1)がリンクされます。 
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６章 Excel マクロ(VBA)の活用 
 

 

 

 

動作画面 

 
 

 

Excelワークシートの表示に戻ったら、マク
ロプログラムの入力は完了です。 

ボタン１をクリックするとマクロプログラ

ム(Record1)が実行されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実行 
セルＡ１に書き込むデータを設定し、「ボ

タン１」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ＰＬＣにデータが書き込まれ、その書き込

まれたデータが設定速度の欄（セルＢ６）

に表示されます。 
 
 

 

 

設定実施後 
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６章 Excel マクロ(VBA)の活用 

６．２ ボタンの配置変更 

  ワークシートに配置したマクロボタンの変更について説明します。 

ボタンの位置移動 
配置したボタンを移動するには、まずマウ

スポインタをボタンに移動し右クリックし

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ボタンをドラッグし、新たにボタンを配置

する位置の持っていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ドラッグをやめた位置にボタンが配置され

ます。 
 

（１）ボタンの位置移動 
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６章 Excel マクロ(VBA)の活用 
 

（２）ボタンのサイズ変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボタンのサイズ変更 
ボタンの大きさを変更する場合は、ボタン

位置にマウスポインタを持っていき右クリ

ックします。 
その後再度ボタン位置にマウスポインタを

持っていきクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ボタンの外枠の（□）の位置にマウスポイ

ンタを移動するとポインタ表示が   に

なりますので、ドラッグしてサイズを変更

します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ドラッグをやめた時点で大きさが決まりま

す。 
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６章 Excel マクロ(VBA)の活用 
 

（３）ボタン表示テキストの編集 

 

 

 

 

 

ボタン表示テキストの編集 
ボタンに表示されているテキストを編集す

る場合は、ボタン位置にマウスポインタを

移動し右クリックします。 
メニューが表示されたら［ﾃｷｽﾄの編集］を

クリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ボタンのテキストにカーソルが表れますの

で、ここでテキストを編集してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
テキストを入力が終わったら、ワークシー

ト上にマウスポインタを持っていきクリッ

クします。 
これで完了です。 
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６章 Excel マクロ(VBA)の活用 
 

 

 

テキストの書式設定 
ボタンの中のテキストの書式を変更する場

合は、テキストをドラッグして指定した後

右クリックし[ｺﾝﾄﾛｰﾙの書式設定]を選択し
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
フォント、色、サイズなどの書式を設定し、

[ＯＫ]をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
テキストが指定した書式で表示されます。 
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６章 Excel マクロ(VBA)の活用 
 

６．３ ＰＬＣからのマクロ起動 

６－１項で上げたマクロの例は、フォーム（ボタン等）を設けて、これをクリックするとマク

ロが起動するというものでした。 

さて、例えば、一定周期でマクロを動かす、ＰＬＣのあるフラグがＯＮした時にマクロを動か

す等、ここでは、ＰＬＣのデータの内容によって、マクロを起動させる例を説明します。 

 

（１）サンプル例 

 

 

 

 

（２）マクロの起動方法 

 

左画面のようなメッセージボックスの表示

を、一定周期で行うというプログラムを例

にします。 
 
このサンプルでは、ＰＬＣ側でフリッカ回

路などにより、タイマデバイス T.001 が一
定周期でＯＮするものと仮定し、ＯＮにな

った時にメッセージを表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｅｘｃｅｌのワークシート２にＰＬＣの

T.001の状態を表示させます。(BOOL型) 
T.001 は TRUE(ON)と FALSE(OFF)の変化
をします。このデータが変化した時にマク

ロが起動されればよいわけです。 
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６章 Excel マクロ(VBA)の活用 
 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

メインメニューから[ツール]をクリックし
ます。 
サブメニューが表示されたら、[マクロ]→ 
[Visual Basic Editor]の準に選択しクリック
します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プロジェクトエクスフローラ欄の｢Sheet2｣
をダブルクリックします。 
Sheet2にはマクロは何も入れていませんの
で、白紙状態のコードウィンドウが表示さ

れます。ここにプログラムを入力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コードウインドウ欄のオブジェクトを 
［Worksheet］にします。 
次にプロシージャを[Calculate]にします。 
 
これはワークシート２(Worksheet)で再計
算処理(Calculate)が発生したときに、コード
ウインドウに記述してあるプログラムを実

行することを意味します。つまり T.001 が
ＯＦＦ→ＯＮ、ＯＮ→ＯＦＦする度に、こ

こに記述するプログラムが実行されること

になります。 

オブジェクト プロシージャ 
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６章 Excel マクロ(VBA)の活用 
 

 

プロシージャが自動的に挿入されますの

で、その後にプログラムを記述します。 
（下画面参照） 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

シート２のセル“Ｂ１”のデータが True(ＯＮ)ならば 
メッセージボックスを表示し、「時間です。」と表示させ

る、というプログラム。 
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７章 Excel マクロ(VBA)プログラム例 
 

ここではマクロプログラムの簡単なアプリケーションをいくつか記述しますので 

参考としてください。（尚、例題を簡単にするため、エラー処理は特に入れていません。） 

 

７．１ データの設定 

 ＰＬＣへのデータの設定やデータをクリアする例です。 

 

(ワークシート１) 

 
 

ボタンの機能 
ライン No.指定 
 ｾﾙ”C6”に設定したﾗｲﾝ No.を PLCに書込み、ｾﾙ”Z8 
 ～Z13”に表示しているＰＬＣのﾃﾞｰﾀをｾﾙ”C8～ 
 C13”にコピーします。(指定したﾗｲﾝ No.のﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
 を表示する。) 
 
パラメータ設定 
 ｾﾙ”C8～C13”のﾃﾞｰﾀをＰＬＣに書き込む。 
 
クリア 
 ｾﾙ”C8～C13”をクリアし、これに対応するＰＬＣ 
 のデータもクリアする。 

(ワークシト２) 

 

 

シート２はライン No.指定で使
用。ＰＬＣのライン No.データを
表示している。
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７章 Excel マクロ(VBA)プログラム例 

マクロ(ＶＢＡ)プログラム 

 ラインNo.指定 関連 

 ・Module1（ＰＬＣにセルC6のデータを書き込みます。TAG名は”data1”です。） 

Sub ライン指定() 

' 

' ライン指定 Macro 

' ﾏｸﾛ記録日 : 1998/11/24  ﾕｰｻﾞｰ名 : TOSHIBA 

' 

    Dim DDE1 As Long 

    DDE1 = Application.DDEInitiate(app:="PLCSRV", topic:="T") 

    Application.DDEPoke DDE1, Item:="data1", Data:=Sheets("Sheet1").Range("C6") 

    Application.DDETerminate DDE1 

     

' 

End Sub 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・Sheet2（ﾜｰｸｼｰﾄ 2 で再計算が発生した時、ｻﾌﾞﾙｰﾘﾝ”ﾊﾟﾗﾒｰﾀ表示”を実行する。） 

Private Sub Worksheet_Calculate() 

 

    パラメータ表示 

 

End Sub 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・Module4（セル C8～C13をセル Z8～Z13の値にする。） 

Sub パラメータ表示() 

' 

' パラメータ表示 Macro 

' ﾏｸﾛ記録日 : 1998/11/24  ﾕｰｻﾞｰ名 : TOSHIBA 

' 

    Range("C8:C13").Value = Range("Z8:Z13").Value 

          

' 

End Sub 
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７章 Excel マクロ(VBA)プログラム例 
 

 パラメータ設定 関連 

・ Module2（セル C8～C13のデータを順番にＰＬＣに書き込む。TAG名は”data2～ 
        data7“） 

Sub パラメータ設定() 

' 

' パラメータ設定 Macro 

' ﾏｸﾛ記録日 : 1998/11/24  ﾕｰｻﾞｰ名 : TOSHIBA 

' 

    Dim DDE1 As Long 

    DDE1 = Application.DDEInitiate(app:="PLCSRV", topic:="T") 

    Application.DDEPoke DDE1, Item:="data2", Data:=Sheets("Sheet1").Range("C8") 

    Application.DDEPoke DDE1, Item:="data3", Data:=Sheets("Sheet1").Range("C9") 

    Application.DDEPoke DDE1, Item:="data4", Data:=Sheets("Sheet1").Range("C10") 

    Application.DDEPoke DDE1, Item:="data5", Data:=Sheets("Sheet1").Range("C11") 

    Application.DDEPoke DDE1, Item:="data6", Data:=Sheets("Sheet1").Range("C12") 

    Application.DDEPoke DDE1, Item:="data7", Data:=Sheets("Sheet1").Range("C13") 

    Application.DDETerminate DDE1 

 

' 

End Sub 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 クリア 関連 

 ・Module3（セル C8～C13をクリアし、ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ”ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定”を実行する。） 
 
Sub クリア() 

' 

' クリア Macro 

' ﾏｸﾛ記録日 : 1998/11/24  ﾕｰｻﾞｰ名 :TOSHIBA 

' 

    Range("C8:C13").Value = "" 

    パラメータ設定 

' 

End Sub 
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７章 Excel マクロ(VBA)プログラム例 
 

注意事項 

Ｗｉｎｄｏｗｓ９８／Ｍｅにて、データ設定にＤＤＥＰｏｋｅ関数を使用した場合、２４時間以上の

連続稼動を行うとＷｉｎｄｏｗｓが停止することがあります。 

その対策として、ＤＤＥＰｏｋｅ互換関数としてＰｌｃＰｏｋｅ関数を用意しました。ＰｌｃＰｏｋ

ｅ関数は、Ｔ－ＰＳＶインストール時に同時にセットアップされます。 

 

ＰｌｃＰｏｋｅ関数の使用方法は次の様になります。 

 

'PlcPoke 関数の宣言 

Public Declare Function PlcPoke Lib "PlcPoke" Alias "plc_poke"(_ 

                         ByVal sValTagName As String,_ 

                         ByVal sData As String) As Long 

 

Sub データ設定() 

' 

' クリア Macro 

' ﾏｸﾛ記録日 : 2001/11/24  ﾕｰｻﾞｰ名 :TOSHIBA 

' 

    Dim lRet As Long 

          ･ 

          ･ 

    lRet = PlcPoke("data1",Sheets("Sheet1").Range("C6")) 

' 

End Sub 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊レジスタTAG設定へのビット位置指定でデータ設定を行うには、PlcPoke関数を使用して下さい。 

 

ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ４．０／２０００では、ＤＤＥＰｏｋｅ関数を使用して２４時間以上の連続稼動

を行っても問題はありません。 
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７章 Excel マクロ(VBA)プログラム例 
 

７．２ データのサンプリング 

 ＰＬＣのデータを一定周期でロギングする例です。グラフはＥｘｃｅｌのグラフ機能を 

 使用して表示します。 

 

(ワークシート１) 

 

ワークシート３のロギング

データをグラフ表示 

 

 

(ワークシート 3) 
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７章 Excel マクロ(VBA)プログラム例 
 

 動作概要 

 ワークシート４にＰＬＣ側で作成したタイマデバイスのデータを表示するようにします。 

 このデータがＯＮまたはＯＦＦする度に、ワークシート３のｾﾙ”D2”(この例では電流現在値) 
 をロギングし、ｾﾙ”A2～A2000”にサンプリング回数、”B2～B2000”にロギングしたデータ 
 をコピーしていきます。 

 ２０００回以降は一番古いデータ(ｾﾙ“B2”)は捨て、一番新しいデータが２０００番目 
(ｾﾙ“B2000”)に 入ります。 

 

 

マクロ(ＶＢＡ)プログラム 

 ・Sheet4（ﾜｰｸｼｰﾄ 4 で再計算が発生した時、ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ”ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ”を実行する。） 

Private Sub Worksheet_Calculate() 

 

     サンプリング 

      

End Sub 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ Module5（ﾜｰｸｼｰﾄ 3 のセルA2～A2000にサンプリング回数、B2～B2000にセル 

         D2 のデータを順番に格納します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Sub サンプリング() 

' 

' サンプリング Macro 

' ﾏｸﾛ記録日 : 1998/11/25  ﾕｰｻﾞｰ名 : TOSHIBA 

' 

   CNT = Worksheets("Sheet3").Range("C2").Value + 1 

   Worksheets("Sheet3").Range("C2").Value = CNT 

   If CNT > 2000 Then GoTo LBL0 

   Cnt1 = CNT 

   GoTo LBL1 

         

LBL0: 

   Cnt1 = 2000 

   Worksheets("Sheet3").Range("B2:B2000").Value = Worksheets("Sheet3").Range("B3:B2001").Value 

LBL1: 

   Cellcnt = Cnt1 + 1 

   Worksheets("Sheet3").Cells(Cellcnt, 2).Value = Worksheets("Sheet3").Cells(2, 4).Value 

   Worksheets("Sheet3").Cells(Cellcnt, 1).Value = Cnt1 

    

    

' 

End Sub 
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７章 Excel マクロ(VBA)プログラム例 
 

７．３ サンプリングデータの保存／読み出し 

 ７－２項でサンプリングしたデータをフロッピーディスクに保存する、またはフロッピー 

 ディスクから読み出す例です。 

 

(ワークシート１) 

 
 

 

ボタンの機能 

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀ保存 
 ワークシート３にロギングしたデータをシーケンシャルファイルで保存する。 
（ファイル名「A:¥SAMPDAT.TXT」） 

 
 
ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀ読出 
 上記保存したロギングデータをファイルから読み出し、ワークシート３にローディングする。 
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７章 Excel マクロ(VBA)プログラム例 

マクロ(ＶＢＡ)プログラム 

 ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀ保存 関連 

 ・Module6（ﾜｰｸｼｰﾄ 3 のセルA1～C2000をシーケンシャルファイルに格納します。） 

Sub データセーブ() 

' 

' データセーブ Macro 

' ﾏｸﾛ記録日 : 1998/11/26  ﾕｰｻﾞｰ名 : TOSHIBA 

' 

  Dim SAMPDAT(2000, 2) 

  For I = 0 To 2000 

   For J = 0 To 2 

    SAMPDAT(I, J) = Worksheets("SHEET3").Cells(I + 1, J + 1) 

   Next J 

  Next I 

   

  Open SAMPFILE For Output Access Write As #1 

  For I = 0 To 2000 

   For J = 0 To 2 

    Write #1, SAMPDAT(I, J) 

   Next J 

  Next I 

  Close #1 

   

   

' 

End Sub 

 

 

Function SAMPFILE() 

 

    SAMPFILE = "A:¥SAMPDAT.TXT" 

     

End Function 
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７章 Excel マクロ(VBA)プログラム例 
 

 ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀ読出 関連 

・ Module7（シーケンシャルファイルのデータを読み込み、ﾜｰｸｼｰﾄ 3 のセルA1～C2000 

         にセットする。） 

Sub データリード() 

' 

' データリード Macro 

' ﾏｸﾛ記録日 : 1998/11/26  ﾕｰｻﾞｰ名 : TOSHIBA 

' 

  Dim SAMPDAT(2000, 2) 

   

  Open SAMPFILE For Append Access Write As #1 

  Close #1 

   

  Open SAMPFILE For Input Access Read As #1 

  If LOF(1) = 0 Then 

   Close #1 

   Exit Sub 

  End If 

   

  For I = 0 To 2000 

   For J = 0 To 2 

    Input #1, SAMPDAT(I, J) 

   Next J 

  Next I 

  Close #1 

   

  For I = 0 To 2000 

   For J = 0 To 2 

      Worksheets("SHEET3").Cells(I + 1, J + 1) = SAMPDAT(I, J) 

   Next J 

  Next I 

   

   

 

' 

End Sub 
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７章 Excel マクロ(VBA)プログラム例 
 

７．４ Ｔｒｕｅ／Ｆａｌｓｅ状態をテキストで表示 

 ＰＬＣのデバイスが“１”なら「実行中」、“０”なら「停止中」とｾﾙに表示するような 

プログラム例です。 

 

(ワークシート１) 

 
 

 

(ワークシート５)  
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７章 Excel マクロ(VBA)プログラム例 
 

 動作概要 

ワークシート５にテキスト表示にしたいブール型(Ｔｒｕｅ／Ｆａｌｓｅ)のＰＬＣデータを 

 表示するようにします。 

 このデータが変化（つまりワークシート５で再計算処理が発生）した時、マクロプログラム 

 を起動し、データをテキストに置き換え、ワークシート１のｾﾙ”F8”と”H8”にそのテキストを 
 配置します。 

 

 

マクロ(ＶＢＡ)プログラム 

・ Sheet5（ﾜｰｸｼｰﾄ 5 で再計算が発生した時、セル B1及びD1の値によって、ﾜｰｸｼｰﾄ 1 

        のセル D8及びH8にテキスト(運転中または停止中)をセットする。） 

 

Private Sub Worksheet_Calculate() 

 

If Range("B1").Value = True Then 

    Worksheets("SHEET1").Range("F8") = "運転中" 

Else 

    Worksheets("SHEET1").Range("F8") = "停止中" 

End If 

 

If Range("D1").Value = True Then 

    Worksheets("SHEET1").Range("H8") = "運転中" 

Else 

    Worksheets("SHEET1").Range("H8") = "停止中" 

End If 

 

    

End Sub 
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８章 VisualBasic５プログラム例 
 

ここではVisualBasic５での簡単なアプリケーションをいくつか記述しますので 

参考としてください。 

 

８．１ １０キーとオプションボタン 

 １０キーによるデータ設定処理の例です。 

  

 （フォーム例） 

      

 

・ １０キー入力は「Text4」欄に入ります。 

・ [設定]をクリックするとその値が「Text1」～「Text3」のボタンがチェックされたところ

にセットされ、ＰＬＣにデータが書き込まれます。 

・ [ＣＬ]をクリックすると「Text4」は０になります。 
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８章 VisualBasic５プログラム例 
 

（プログラム） 

 
Dim sdata 

 

Private Sub Command1_Click()        '設定をクリック時の処理 

    Select Case sdata               'sdata の値でデータ転送先選別 

    Case 1 

        Text1 = Text4               'Text1 の値を Text4 に転送 

        Text1.LinkPoke              'データを書込み 

    Case 2 

        Text2 = Text4               'Text2 の値を Text4 に転送 

        Text2.LinkPoke              'データを書込み 

    Case 3 

        Text3 = Text4               'Text3 の値を Text4 に転送 

        Text3.LinkPoke              'データを書込み 

    Case Else 

   End Select 

End Sub 

 

Private Sub Command2_Click()        '数字１をクリック時の処理 

    If Text4 < 9999 Then 

    Text4 = Text4 * 10 + 1 

    Else 

    End If 

End Sub 
 

Private Sub Command3_Click()        '数字２をクリック時の処理 

    If Text4 < 9999 Then 

    Text4 = Text4 * 10 + 2 

    Else 

    End If 

End Sub 

 

Private Sub Command4_Click()        '数字３をクリック時の処理 

    If Text4 < 9999 Then 

    Text4 = Text4 * 10 + 3 

    Else 

    End If 

End Sub 

 

Private Sub Command5_Click()        '数字４をクリック時の処理 

    If Text4 < 9999 Then 

    Text4 = Text4 * 10 + 4 

    Else 

    End If 

End Sub 
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８章 VisualBasic５プログラム例 
  

 

Private Sub Command6_Click()        '数字５をクリック時の処理 

    If Text4 < 9999 Then 

    Text4 = Text4 * 10 + 5 

    Else 

    End If 

End Sub 

 

Private Sub Command7_Click()        '数字６をクリック時の処理 

    If Text4 < 9999 Then 

    Text4 = Text4 * 10 + 6 

    Else 

    End If 

End Sub 

 

Private Sub Command8_Click()        '数字７をクリック時の処理 

    If Text4 < 9999 Then 

    Text4 = Text4 * 10 + 7 

    Else 

    End If 

End Sub 

 

Private Sub Command9_Click()        '数字８をクリック時の処理 

    If Text4 < 9999 Then 

    Text4 = Text4 * 10 + 8 

    Else 

    End If 

End Sub 

 

Private Sub Command10_Click()       '数字９をクリック時の処理 

    If Text4 < 9999 Then 

    Text4 = Text4 * 10 + 9 

    Else 

    End If 

End Sub 

 

Private Sub Command11_Click()       '数字０をクリック時の処理 

    If Text4 < 9999 Then 

    Text4 = Text4 * 10 + 0 

    Else 

    End If 

End Sub 

 

Private Sub Command12_Click()       'ＣＬキーをクリック時の処理 

    Text4 = 0 

End Sub 
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８章 VisualBasic５プログラム例 
  

 

Private Sub Form_Load()             '起動時に D0～D2 を DDE 通信 LINK 

    Text1.LinkTopic = "PLCsrv|T" 

    Text1.LinkItem = "D0" 

    Text1.LinkMode = 1 

    Text2.LinkTopic = "PLCsrv|T" 

    Text2.LinkItem = "D1" 

    Text2.LinkMode = 1 

    Text3.LinkTopic = "PLCsrv|T" 

    Text3.LinkItem = "D2" 

    Text3.LinkMode = 1 

    Text4 = 0                       'Text4 を０にプリセット 

End Sub 

 

Private Sub Option1_Click()         'Text1 のボタンをクリック時の処理 

    sdata = 1 

End Sub 

 

Private Sub Option2_Click()         'Text2 のボタンをクリック時の処理 

    sdata = 2 

End Sub 

 

Private Sub Option3_Click()         'Text3 のボタンをクリック時の処理 

    sdata = 3 

End Sub 
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８章 VisualBasic５プログラム例 
 

８．２ 押しボタンとランプ表示 

 操作スイッチによる設定とランプによるデータ表示の例です。 

  

 （フォーム例） 

  ・基本フォーム      ・ビットマップイメージ貼り付け後 

      
 
・ 上の左図が基本フォームで、予め保存してあるビットマップイメージを「Tex」の値に応じ
て貼り付けて、右図のようなイメージで表示します。 
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８章 VisualBasic５プログラム例 
 

（プログラム） 

 
Dim Pc1, Pc2, Pc3, Pc4 As Picture           'ランプ、ボタン画面データを宣言 

 

Private Sub Form_Load()                     'R0～R5 を DDE 通信 LINK 

    Text1.LinkTopic = "PLCsrv|T" 

    Text1.LinkItem = "R0" 

    Text1.LinkMode = 1 

    Text2.LinkTopic = "PLCsrv|T" 

    Text2.LinkItem = "R1" 

    Text2.LinkMode = 1 

    Text3.LinkTopic = "PLCsrv|T" 

    Text3.LinkItem = "R2" 

    Text3.LinkMode = 1 

    Text4.LinkTopic = "PLCsrv|T" 

    Text4.LinkItem = "R3" 

    Text4.LinkMode = 1 

    Text5.LinkTopic = "PLCsrv|T" 

    Text5.LinkItem = "R4" 

    Text5.LinkMode = 1 

    Text6.LinkTopic = "PLCsrv|T" 

    Text6.LinkItem = "R5" 

    Text6.LinkMode = 1 

    Set Pc1 = LoadPicture("c:¥PB0.BMP")     '押しボタン BMP の読込み 

    Set Pc2 = LoadPicture("c:¥PB1.BMP") 

    Set Pc3 = LoadPicture("c:¥Lamp3.BMP")   'ランプ BMP の読込み 

    Set Pc4 = LoadPicture("c:¥Lamp2.BMP") 

    Image1.Picture = Pc1                    '初期イメージデータを貼付け 

    Image2.Picture = Pc1 

    Image3.Picture = Pc1 

    Image4.Picture = Pc3 

    Image5.Picture = Pc3 

    Image6.Picture = Pc3 

End Sub 
 

Private Sub Image1_Click()                  'イメージ１をクリック時の処理 

    If Text1 = 0 Then Text1 = 1 Else Text1 = 0 

End Sub 

 

Private Sub Text1_Change()                  'ボタン１のデータ変更時の表示変更 

    If Text1 = 0 Then 

    Image1.Picture = Pc1 

    Else 

    Image1.Picture = Pc2 

    End If 

End Sub 
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８章 VisualBasic５プログラム例 
  

 

Private Sub Image2_Click()                  'イメージ２をクリック時の処理 

    If Text2 = 0 Then Text2 = 1 Else Text2 = 0 

End Sub 

 

Private Sub Text2_Change()                  'ボタン２のデータ変更時の表示変更 

    If Text2 = 0 Then 

    Image2.Picture = Pc1 

    Else 

    Image2.Picture = Pc2 

    End If 

End Sub 

 

Private Sub Image3_Click()                  'イメージ３をクリック時の処理 

    If Text3 = 0 Then Text3 = 1 Else Text3 = 0 

End Sub 

 

Private Sub Text3_Change()                  'ボタン３のデータ変更時の表示変更 

    If Text3 = 0 Then 

    Image3.Picture = Pc1 

    Else 

    Image3.Picture = Pc2 

    End If 

End Sub 

 

Private Sub Text4_Change()                  'ランプ１のデータ変更時の表示変更 

    If Text4 = 0 Then 

    Image4.Picture = Pc3 

    Else 

    Image4.Picture = Pc4 

    End If 

End Sub 

 

Private Sub Text5_Change()                  'ランプ２のデータ変更時の表示変更 

    If Text5 = 0 Then 

    Image5.Picture = Pc3 

    Else 

    Image5.Picture = Pc4 

    End If 

End Sub 

 

Private Sub Text6_Change()                  'ランプ３のデータ変更時の表示変更 

    If Text6 = 0 Then 

    Image6.Picture = Pc3 

    Else 

    Image6.Picture = Pc4 

    End If 

End Sub 
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８章 VisualBasic５プログラム例 
 

８．３ バーグラフ表示 

 ＰＬＣのデータを読み込み、グラフに表示する例です。 

  

 （フォーム例） 

         
 
・ ＰＬＣのデータを「Text1」～「Text3」に表示し、その値が変化したときにグラフ表示の処
理を行い、表示を更新します。 
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８章 VisualBasic５プログラム例 
 

（プログラム） 

Private Sub Form_Load()             '起動時 D0～D2 を DDE 通信 LINK 

    Text1.LinkTopic = "PLCsrv|T" 

    Text1.LinkItem = "D0" 

    Text1.LinkMode = 1 

    Text2.LinkTopic = "PLCsrv|T" 

    Text2.LinkItem = "D1" 

    Text2.LinkMode = 1 

    Text3.LinkTopic = "PLCsrv|T" 

    Text3.LinkItem = "D2" 

    Text3.LinkMode = 1 

End Sub 

 

Private Sub Text1_Change()          'D0 の値変化時にグラフ表示を更新 

    Height1 = Picture1.Height 

    DAT = Text1 * (Picture1.Width - 40) / 100 

    Picture1.Line (0, 0)-(DAT, Height1), &HFF00&, BF 

    Picture1.Line (DAT, 0)-(Picture1.Width, Height1), &H808080, BF 

End Sub 

 

Private Sub Text2_Change()          'D1 の値変化時にグラフ表示を更新 

    Height2 = Picture2.Height 

    DAT = Text2 * (Picture2.Width - 40) / 100 

    Picture2.Line (0, 0)-(DAT, Height2), &HFFFF&, BF 

    Picture2.Line (DAT, 0)-(Picture2.Width, Height2), &H808080, BF 

End Sub 

 

Private Sub Text3_Change()          'D2 の値変化時にグラフ表示を更新 

    Height3 = Picture3.Height 

    DAT = Text3 * (Picture3.Width - 40) / 100 

    Picture3.Line (0, 0)-(DAT, Height3), &HFFFF00, BF 

    Picture3.Line (DAT, 0)-(Picture3.Width, Height3), &H808080, BF 

End Sub 
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